
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號
 
平
成
元
年
三
月

 
三
三
六

道
元
禅
師

の
出
家
在
家

の
問
題
に
関
す
る

一
試
論

-

入
越
前
後

の
説
示
変
化

に
関
連
し
て
-

石

井

清

純

道
元
禅
師
の
出
家
者
と
在
家
者
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
寛

元
元
年

(
一
三
四
三
)
の
入
越
を
境
と
し
た
説
示
内
容
の
変
化

を
踏

ま

え
た
形
で
、
多
く

の
論
考
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
こ
で
個
々
に
そ
の

内
容
を
分
類
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
未
だ
に
両
論
相
い
半
ぽ

し
て
決
着
を
見
て
い
な
い
の
が
実
情
と
い
え
よ
う
。

し
か
る
に
、
そ
れ
ら
の
論
考
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
に
、
そ
れ
ら

は
、

二
様
に
仮
名

『
正
法
眼
蔵
』
の
み
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
禅
師
の
態
度

の
変
化
を
、
入

越
と
い
う

二
契
機
に
限
定
し
て
論
じ
る
と
い
う
傾
向
が
窺
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
本
論

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
二
点
に
関
し
て

疑

義

を

呈

し
、
道

元
禅
師
の
出
家
在
家
に
関
す
る
説
示
に
新
た
な
観
点
か
ら
、
問

題
を
提
起
す
る
こ
と
に
あ
る
。

何
故
こ
の
よ
う
な
問
題
を
再
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
に
、
そ
れ
は

『
永
平
広
録
』
巻
二
-
七
に
収
録
さ
れ
る

大
仏
寺

(永

平
寺
)

語

録

の
存

在

に

よ

る
。

問

題

と

な

る

入
越

前
後

を

中

心

に
、
『
永

平

広

録

』

の
上

堂

回
数

と
、

仮
名

『
正

法

眼

蔵

』

の
示
衆

巻

数

(
示
衆

年
代

の
分
か
る
も

の
の
み
)

を
年

代

別

に
比

較

し

て

み

る
と
、

そ

れ

は
次

の

よ
う

に
な

る
。

年
代

眼
蔵

示
衆

巻
数

上
堂

回
数

仁
治

二
年
以
前

12
 

78

(
79
)

同

三
年

11

 

26

寛
元
元
年

(入
越
前
)

5
 

21

(
22
)

(
入
越
後
)

21

 

0

同

二
年

 

12
 

0

同

三
年

5

 

15

同

四
年

1
 

74

宝
治
元
年

0

 

35

同

二
年

0

 

52

建
長
元
年
以
後

1
 

281
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こ
の
う
ち
、
入
越
以
前

に
行
な
わ
れ
た
上
堂
は
、
当
然
す
べ
て
が
興

聖
寺
に
お
け
る
も
の
で
、
『
永
平
広
録
』
巻

二
に
収
録
さ
れ
る
も

の

で

あ
る
。
そ
し
て
、
入
越

の
後
、
寛
元
二
年
ま
で
の
間
、
上
堂
は

一
時
中

断
さ
れ
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
の
み
が
精
力
的
に
行
な
わ
れ
て

い
る

こ
と
が
分
か
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
後

の
説
示
形
態
の
移
行
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
大
仏
寺
に
入

っ
た
翌
年

の
寛
元
三
年
以
降
、
禅
師
の

説
示
は
仮
名

『
正
法
眼
蔵
』
で
は
な
く
、
『
永
平
広
録
』
に
収
録

さ

れ

る
上
堂
が
中
心
と
な

っ
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
覧
表
を

見
る
だ
け
で
も
、
説
示
形
態
に
二
度

の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
よ
う
。

筆
者
は
、
道
元
禅
師
の
後
半
生

の
説
示
の
記
録
と
し
て
、

こ
の
上
堂

語
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
案
解
釈
を
頼
り
に
七
十
五
巻

本

『
正
法
眼
蔵
』
と
の
比
較
検
討
を
行
な

っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
こ
か

ら
、
晩
年
の
上
堂
が
、
具
体
的
な
行

の
あ
り
方
、

つ
ま
り
現
実

の
叢
林

生
活
に
お
け
る
実
践
に
重
点
を
お
い
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
が

説
示
対
象
と
し
て
会
下
の
僧
侶
、
す
な
わ
ち
出
家
者
の
み
を
意
識
し
た

も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た

の

で
あ

る

(「公
案
解
釈
か
ら
見
た

『永
平
広
録
』
上
堂
の
性
格
-

七
十
五
巻
本

『正
法

眼
蔵
』
と
の
対
比
か
ら
-

」
『曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
第

一
号
、
昭
和
六

十
三
年
)
。

こ
れ

は
、
叢
林

の
行
持

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
上
堂
の
持

つ
基

本
的
性
格
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
、
そ
の
よ
う
な

説
示
の
移
行
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
禅
師
の
出
家
在
家
の
問
題
を
考

え
る
に
当
た

っ
て
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
行
な
わ
れ
た
の
が
、

入
越
直
後

で
は
な
い
と

い
う
事
実
を
考
え
る
と
、
従
来
い
わ
れ
て
き
た
寛
元
元
年
を
契
機
と
し

た
思
想
変
化
だ
け
で
は
、
禅
師
の
思
想
は
捉
え
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
、
従
来
い
わ
れ
る
入
越
前
後

の
説
示

に
つ
い
て
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
炉
る
、
在
家
成
仏
を
認
め
る
内
容
を
有
す
る

道
元
禅
師

の
著
述
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
寛
喜
元
年

(
=

三
三
二
)

の

「弁
道
話
」
、
仁
治
元
年

(
一
二
四
〇
)

の

「
礼
拝
得
髄
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
他
、
天
福
元
年

(
一
三
三
三
)
に
は
俗
弟
子
楊
光

秀

に
与

え
た

「現
成
公
案
」
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
出
家

主
義
を
唱
え
る
も
の
は
、
寛
元
二
年

(
一
三
四
四
)
の

「
三
十

七

品
菩

提
分
法
」
と
同
四
年
の

「
出
家
」
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
見
る
と
、
そ
れ
は
二
応
寛
元
元
年
を
間
に
挾
ん
で
は

い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
入
越
以
後
の

『
正
法
眼
蔵
』
の
そ
の
他
の
巻
の

示
衆
巻
数
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
入
越
以
後
、

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」

の
示
衆
ま
で
の
間
に
は
、
既
に
二
十
六
巻
が
示
衆
さ
れ
て
お
り
、
な
お

か
つ
そ
の
中
に
は

「
発
無
上
心
」
の
よ
う
に
、
造
仏
造
塔
の
功
徳
を
説

く
も

の
も
存
在
し
、

二
概
に
そ
れ
が
、
入
越
を
境
に

一
転
し
た
と
は
言

い
難
い
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
の
出
家
在
家
の
問
題
に
関
す
る
一
試
論
 (石

井
)

 

二
三
七
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道
元
禅
師
の
出
家
在
家
の
問
題
に
関
す
る
一
試
論
 (石

井
)

 
三
二
八

さ
ら
に
そ
れ
を
、
懐
癸

の
書
写
年
代
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
に
あ
た

っ
て
ま
ず
、
仁
治
二
年
示
衆
の

「
神
通
」
の
巻
と
、
寛
元

二
年
に
示
衆
さ
れ
た

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
の
巻
に
お
け
る
廃
居
士

の
因
縁

に
対
す
る
禅
師
の
拮
提
二
例
を
以
下
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

<
神
通
>
 
寵
居
士
繧
公
は
、
祖
席
の
偉
人
な
り
。
江
西
・
石
頭
の
両
席
に

参
学
せ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
有
道
の
宗
師
に
お
ほ
く
相
見
し
、
相
逢
し
き
た

る
。

(『道
元
禅
師
全
集
』
上
、
三
一
七
頁
)

<
三
十
七
品
菩
提
分
法
>
 
寵
葱
居
士
が
祖
席
に
参
歴
せ
し
、
薬
山
の
堂
奥

を
ゆ
る
さ
れ
ず
、
江
西
に
お
よ
ば
ず
。
た
だ
わ
つ
か
に
参
学
の
名
を
ぬ
す
め

り
と
い
へ
ど
も
、
参
学
の
実
あ
ら
ざ
る
な
り
。

(『道
元
禅
師
全
集
』
上
、
五

一
二頁
)

明
ら
か
に
、
こ
の
両
巻
は
同

二
人
物
に
対
し
て
全
く
正
反
対
の
評
価

を
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
は
入
越
前
の
示
衆
、
後
者
は
入
越
後
で

あ

っ
て
、
い
か
に
も
入
越
を
期
に
思
想
的
変
化
が
あ

っ
た
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
書
写
年
代
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
両
巻
は
と
も
に

入
越
後

の
寛
元
二
年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
他
の
在
家
居
士
を
肯
定
す
る
内
容
を
持
つ
巻
々
を
見

て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
は

「
仏
性
」
「空
華
」
「
光
明
」
「行
持
」

「急
屡
」
「渓
声
山
色
」
「
諸
悪
莫
作
」
「伝
衣
」
の
八
巻
が
相
当

す

る

の
だ
が
、

こ
れ
ら
は
確
か
に
示
衆
は
総
て
入
越
以
前

に
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
う
ち
、
「
空
華
」
「光
明
」

の
二
巻
が
、
寛
元
三

年
の
書
写
奥
書
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
寛
元
二
年
と

い
う
年
は
、
先
の
表
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

眼
蔵
の
示
衆

の
ほ
と
ん

ど
終
了
し
た
年
で
あ
り
、
か
つ
、
懐
美
の
書
写
も
、

一
巻
を
残
す
の
み

と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
仮
名

『
正
法
眼
蔵
』
に
お

い
て
は
、
そ
の
示
衆
、
書
写
の
ほ
と
ん
ど
終
了
す
る
時
点
に
お
い
て
ま

で
、
在
家
居
士
の
否
定
と
肯
定
と
が
、
併
存
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
再
治
、
書
写
の
可
能
性
を
考
え

る
と
き
、
仮
名

『
正
法

眼
蔵
』
に
お
い
て
は
、
寛
元
元
年
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
年
代
を
逐

っ
た
思
想
的
変
化
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と

は
か
な
り
難
し
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
元
禅
師
の
出
家
在
家
の
問
題
に
関
す
る
説
示
の

転
換
を
、
仮
名

『
正
法
眼
蔵
』
の
み
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の

後

の
、
上
堂
の
再
開
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
べ
き

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に

伴

っ
て
、
禅
師
の
思
想
的
転
機
を
、
入
越
の
み

に
限
定
し
得
な
い
こ
と

に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
内
容
的
に
相
反
す

る
説
示
が
同
時
に
存
在
し
た
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
理
由
付

け

て
ゆ

く

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
四

に

見

ら
れ

る
、
次

の
一
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

一
日
僧
来
テ
問
二学
道
用
心
一次
、
示
云
、
学
道
ノ
人
ハ
先
須
レ貧
。
財
多
ケ
レ

パ
必
其
志
ヲ
失
ナ
フ
。
在
家
学
道
ノ
者
、
猶
財
宝

ニ
マ
ト
ハ
リ
、
居
所
ヲ
貧
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リ
、
春
属

二
交

レ
バ
、
直
饒
其

ノ
志

ア
リ
ト
云

ヘ
ド

モ
、
障
道

ノ
縁
多

シ
。

古
来
俗

人
ノ
参

ズ

ル
多

ケ
レ
ド

モ
、
其
中

ニ
ョ
シ
ト
云

ヘ
ド

モ
、
猶
僧

ニ
ハ

不
レ
及
。

…

(中
略
)
…
寵
公

ハ
俗
人

ナ
レ
ド

モ
、
僧

ニ
オ
ト
ラ
ズ
禅
席

二
名

ヲ
留

タ

ル

ハ
、
…

(中
略
)

…
俗

ナ
レ
ド

モ
如

レ是
財

ヲ

ス
テ
テ

コ

ソ
、
禅

人
ト

モ
云

ハ
レ
ケ
レ
。
何
況

ヤ

一
向

二
僧

ハ
ス
ツ
ベ
キ
也
。

(
『
道
元
禅
師
全
集

』
下
、

四
六
四
-

五
頁
)

こ
れ

は
、

引

用

の
冒

頭

に
見

ら

れ

る
よ

う

に
、

学

僧

に
対

す

る
説

示

で

あ

る
。

そ

こ

に

お

い

て
禅

師

は
、

財

宝

を

捨

て

て

ま

で
、

仏

道

に
身

を

委

ね

た
例

と

し

て
塵

居

士

を

挙
げ
、

そ

れ

を
讃

え

て

い
る

の
で
あ

る

が
、

そ

の
前

提

と

し

て
、

俗

人

は
あ

く

ま

で
出

家

者

に
は

及
ぼ

な

い
、

と

述

べ

て

い

る

こ
と

に
注

目

す

べ
き

で
あ

る
。

こ

の
説

示

の
対

極

に
あ

る

も

の
と

し

て
、

次

の

『
永

平

広

録

』
巻

八
、

第

十

四
法

語

が

挙

げ

ら

れ

る
。

寵
公
明
二
於
鏡
礪

一之
力
、

探
三
問
干
光
宅
源
耽

一含
、

粛
宗
弁

二
玉
石

一
之

縦
、

難
二
是
先
哲
之
行
履

↓
亦
能

晩
進

之
照
子
也
。

士
大
丈
夫
、

及
レ
見

二
知

識
哨先
間
二
一
則
因
縁
一
、
直
須
留
心
勤
学
。(『道
元
禅
師
全
集
』
下
、

一
六
三
頁
)

こ
の
法
語
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
俗
の
役
人
に
与
え
た
も
の

で
あ

っ
て
、
そ

こ
で
は
古
来

の
得
道

の
居
士
は
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
な
お
か
つ
こ
の
法
語
は
、
傍
点
部

の
通
り
公
案

の

依
用
を
勧
め
る
、
と
い
う
他
に
例
の
少
な
い
内
容
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
両
者

の
内
容
と
、
「
神
通
」
・
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
両
巻

の
書

写
段
階
に
お
け
る
同
時
存
在
等
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
き
、
道
元
禅
師

に
お
け
る
出
家
者
と
在
家
者
に
対
す
る
意
識
は
、
対
機
の
問
題
と
も
関

連
し
て
、

一
本
化
さ
れ
得
な
い
別
個
の
も
の
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
言
わ
れ
て
い
る
説
示
傾
向
、
そ
し
て
最

終
的
に
そ
れ
が
会
下
の
大
衆
を
対
象
と
し
た
上

堂
に
絞
ら
れ
て
ゆ
く
、

と
い
う
流
れ
を
意
味
付
け
る
と
、
そ
れ
が
、
道

元
禅
師
会
下
に
お
け
る

出
家
者
と
在
家
者
と
の
比
重
の
変
化
が

一
因
と
な

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
説
示
傾
向
が
次
第
に

出
家
者
中
心
と
な

っ
て
い
っ
た
の
は
、
種
々
の
環
境

の
変
化
に
よ
る
、

そ
の
必
要
性
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
出
家
者
と
在
家
者

の
位
置
付
け
を
考
え
て
ゆ

く
と
き
、
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
僧
団
の
経
済
的
基
盤
と

し
て
の
外
護
者
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
道
元
禅
師
に
お

い
て
も
、
鎌
倉
行
化
、
大
蔵
経
安
置
の
書
状

に
対
す
る
上
堂
な
ど
、
波

多
野
氏
に
対
す
る
具
体
的
対
応
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
外
護

者
と
僧
団
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く

こ
と
が
、
禅
師

の
、
特
に

晩
年
に
お
け
る
在
家
者
に
対
す
る
意
識
を
規
定

す
る
手
が
か
り
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『
正
法
眼
蔵
』
、『永
平
広
録
』
、
出
家

・
在
家
、
波
多

野
氏

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)

道
元
禅
師
の
出
家
在
家
の
問
題
に
関
す
る
一
試
論
 (石

井
)
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